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はじめに
　日本の「音楽教育」は1872年（明治５年）太政官布告で学制を発表した中に，小中学校の音
楽教育について規定が記録されている。具体的には1878年に伊沢修二と目賀田種太郎が，音
楽教育の意見書を文部大臣に提出し，1879年に政府は音楽教育の調査と研究のため，音楽取
調掛を開設，我が国の音楽教育が始まることとなる。
　では，公的音楽教育機関の音楽という視点より，以前には日本において音楽はどのようにそ
の存在が認められるかというと，縄文時代に姫神の『神々の詩』が，縄文語で歌われているも
のがあると力説しているものもある。しかし，顕著な音楽といえる存在は『古事記』『日本書紀』
などの文書のほか，この頃の楽器として考古学的な考察により，土製品や土鈴などの存在が解
明されている。発掘では祭祀跡から装飾的な縄文土器と共に出土している。
　弥生時代には，祭祀に必要な青銅製の銅鐸，和琴が出土している。祭祀として，後任の指導
においては伝承としての教育はあったと考えられるが，一般人に対しての教育活動はここでは
見当たらない。さてここでは，その日本音楽教育発祥についてではなく，紀元前の西洋音楽の
教育的な発祥を指す。明治5年に西洋の「音楽」を日本の教育に導入することになったが，西
洋では「音楽教育」は，どのような目的で開始されたかを探り，教育という中で，何を伝えよ
うとしたかを考察し，現代日本音楽教育に参考となる点を述べたいと思う。
方　　法
１．西洋においての「音楽教育」の起源について
２．古代における「音楽教育」の目的について
３．音楽と人々の生活について
４．音楽教育の重要性について
　以上について考察し，古代ギリシアを中心に言葉を
持つ人間が音律を生み出し，人間らしい営みの証を立
証する。
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１．西洋においての「音楽教育」の起源
１）紀元前14世紀から９世紀
　古代ギリシア時代，紀元前14世紀から９世紀は神話や伝説の時代である。「アポロンの祭典」
と「ディオニュソスの祭典」の２つの祭典では音楽がとても重要であった。
　『メソポタミア音楽』については，メソポタミア文明の遺跡からはハープやリラ・笛・太鼓
が出土している。
　『古代エジプト音楽』については，紀元前３世紀ごろから儀式や祭りのときに，音楽が演奏
されていた。
　またピラミットの遺跡の中から，リラ・クラリネット・葦の縦笛・ハープなどの楽器が発見
されている。壁画にも楽器演奏のようすが，沢山描かれている。また，象形文字による楽譜ら
しきものも残されている。
　しかし，いずれも儀式などの宗教色の強いもので，一般人の娯楽や学習までは到達していな
いと思われる。
　さて，古代ギリシアでは詩の朗読や劇の上演が盛んに行われ，しっかりした歌唱が行われ歌
劇の基になっていく。
２）紀元前８世紀末から紀元前２世紀
　紀元前８世紀末から紀元前２世紀にかけてアオイドス（吟遊詩人）という竪琴を弾きながら
話題や神話など叙情詩を語り，歌う音楽家が出現した。吟遊詩人という形である。吟遊詩人の
役割は，このように考えられる。
　吟遊詩人の中でも一番古いホメーロスやヘーシオドスは，多くの絵画の中に残されているよ
うに当時，流行した表現方法である。哲学者ゴルギアスの弟子アルキダマース（英語版）に由
来するとされる短編『ホメーロスとヘーシオドスの歌競べ（英語版）』によれば，カルキスに
おいてホメーロスと詩を競ったとある。このときへーシオドスは，戦争と戦士の武勇伝を讃え
る『イーリアス』を歌い，聴衆の胸を熱くさせるホメーロスに対し，牧歌的な『仕事をする日
常の幸福』を歌った為に平和な詩を愛する時の王の采配によって勝利を与えられたとある。
　叙情詩として「イーリアス」「オデュッセイア」は現代にも伝承されている。へーシオドス
が吟遊詩人として学習，練習を積んでいたことは確かである。その理由は，当時の詩吟には高
度に発達した専門的な様式が存在し，へーシオドスの作品もその様式に則ったものであるから
である。歌と奏でる伴奏は様式が発達していたといえる。
　吟遊詩人の役割は様々な地方の様子の伝達，神話の中の善と悪の行いについて生き方の啓蒙，
など考えられる。さらにご婦人や町民の余暇の過ごし方の一つでもあったと思われる。
　さて，吟遊詩人がその旅路で，弟子を持ったか持たなかったか，または短期的に教えたか教
えないかについては，多くの文献から，①鑑賞を通じて，音楽を伝える＝感動を与えたと記
述が残る。また，②楽器奏法を教えたかは，ホメーロスは教えてはいないと筆者は考える。
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しかし，ホメーロスが詩吟を行う様を観て，真似る行為から演奏と歌唱を学習した民衆が出
現したと考える。ホメーロスが，最も音楽的行動を取った軌跡（絵画を含めて２．３．４．）と
して残る一番古く，有名な事項であるといえる。さらにヴィクトール＝マリー・ユーゴー
（Victor-Marie Hugo）は『ウィリアム・シェイクスピア』においてホメーロスのことをこう
書いた──「世界が生まれ，ホメーロスが歌う。この夜明けの鳥である。」というところであ
る。どれほどホメーロスが，人々を感動させていたかが伺える。次に興味深い文献はホメーロ
スの叙事詩『イーリアス』の主人公のアキレウスについてである。この中で，アキレウスはリ
ラを弾きながら過去の英雄話を歌っていたと書いている。アキレウスが子どもの頃，父ペレウ
スが助けた亡命者ポイニクスがアキレウスを訓育したとアキレウス自身が吟遊している。この
ように年長者であろうポイニクスが子どものアキレウスにリラを弾く方法，そしてその伴奏で
歌う方法を教えたということは，個人対個人での個人指導，音楽教育といえる。このように音
楽教育は，年長者から手ほどきを受け，若者に伝達する指導方法を行っていた。紀元前８世紀
のこの時代はポリスが成立，貴族社会の発展，種々の文芸が復興していく。さて，詩吟の伴奏
としては前述においてはリラが用いられたとしたが，詳しく述べるとフォルミンクスと呼ばれ
る４弦の小型の竪琴が用いられた。アウロスは，吹くところは一つであるが，笛は二本ある小
アジアから伝わった楽器であるため，一般的にはあまり普及していなかった。またサルピンク
ス（トランペットの原型）も同様で，音も大きいため普及されていなかった。この時代は「詩」
と「音楽」は一体化され一緒に演奏されるものであり，それに舞踏が加わった形が多いといえる。
音楽は祭儀的なイベントや競技へと変容し，その競技会ではキタロディア（キタラー伴奏の賛
歌）が競技された。「競技会」は，王宮などの貴族社会の宗教的なパフォーマンスから祭儀的
な性格が取り除かれ，代わりに娯楽として「音楽的」「美的」な価値基準を確立していくこと
になる。この頃からアリストテレスによる分類から視覚，聴覚，触覚，味覚，嗅覚の五感が人
間の美学として登場してくる。ドイツの哲学者アレクサンダー・バウムガルテンが1750年に
『美学』（Aesthetica）を出版する２千年以上前にその語源であるaestheticaという，古典ギリ
シア語 αiσθησι㽞（aisthesis）の形容詞 αiσθητικ- ó㽞（aisthtike）をラテン語化した
２．シャルル・ニコラ・ラファエル・
ラフォン
 『ホメーロスのために歌うサッ
ポー』（1824）
３．オーギュスト・ルロワール『ホ
メーロス』
 （1841）
４．『オデュッセイア』の一場面，デ
ーモドコスの歌を聴き涙するオ
デュッセウス。
 フ ラ ン チ ェ ス・ ア イ エ ツ
（1813-1815）
 Ga l l e r i a _Naz i ona le _d i _
Capodimonte
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ものを感性学として唱っている。二つの言葉の意味を持っている。一つは「感性的なるもの」
であり，他方は，「学問」（episteme）という言葉である。美学が哲学の一領域として定式化
される一つの契機となった。
３）紀元前７～６世紀
　紀元前７～６世紀になると宮廷芸術家らが出現し，厚く保護を受けた。サッフォーやピンダ
ロスらが叙情詩を頻繁に創りだした。楽器では神秘的な音色のアウロスが一般化し，ディオニ
ューソス神の祭儀には不可欠な楽器となる。キタラーは７弦化された。僭主政治の開始が遅れ
たアテネでもパンアテナイア祭が盛大に行われた。そして，４年ごとに運動と音楽の競技会が
開かれた。音楽の競技会では専門家に指導を受けた一般市民の演奏家や合唱団が，その技術を
争った。キタラー賛歌，アウロス賛歌，キタラー独奏，アウロス独奏に加え，ディオニューソ
ス賛歌の演奏や悲劇も上演されるようになる。この競技会の教育熱は高く，壮大なイベントと
なった。紀元前６世紀後半になるとピタゴラスが音楽の基本理論の「音程および音階の理論」
を確立した。数学（幾何学）による音楽分析理論は現代にも継承されている。６世紀末には最
初の記譜法がアイリュムナストゥスによって発明された。
４）紀元前５世紀
　紀元前５世紀は民主政治が発達し世俗的文化に陥ってきた。三大ギリシア悲劇（作家である
と同時に作曲家でもあったアイスキュロス，ソフォクレス，エウリピデス）の作品が流行した
のも，これに反動するかのように知識人らが懐古趣味と非現実的抽象化傾向に陥ったからであ
った。前世紀に続く悲劇の隆盛は，詩と声によるものであった。これらの劇を上演するに当た
っては音楽（楽器）も加わり演奏された。これら様々な考え方から「芸術論」が生まれ，音楽
はこれまで伝承されてきた制約や規範，秩序から逸脱していき，自由な形に変貌していくこと
になる。キタラーの多弦化，多弦ハープの流行と音階の混用，キタラー伴奏歌曲とアウロス伴
奏歌曲の無境界化などが成された。一方では「演奏」から「鑑賞」の対象へと変化していった。
芸術教育の多様化から，プラトンやアリストテレスは倫理学において，教育論や国家論の観点
から音楽が規制されるべきだと説いた。この時代は音楽史において繁栄された社会となった。
多くの音楽家がギリシアから出現しているのもその証である。サッポー［紀元前７世紀末－紀
５．紀元前15C頃の壁画より
 左から，ハープ・リュート・アウロス・リラ。
 （この壁画に初めて音楽を奏でる子どもが出現
する）
６．デルポイにある石碑。デルポイ賛歌の２曲目が記さ
れている。
 途切れなく書かれているギリシア文字の上にところ
どころ書かれているものが古代ギリシアの音楽記号。
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元前６世紀初（古代ギリシアの女性詩人で歌手である）］，シモーニデース［紀元前556年頃－
紀元前468年］，バッキュリデース［紀元前520年頃－450年］，ヒッパソス［紀元前500 ～？］，
ピンダロス［紀元前520年頃－紀元前440年頃］，アナクレオン［紀元前570年－紀元前488年］
などが存在した。いずれもギリシアが教育音楽の発祥の地であることが明らかとなる証拠であ
る。少なくとも原始的音楽を除いては音楽の確立した地といえる。音階，その様式，楽器，演
奏方法において，確立は２１世紀の現代にあっても，音楽基盤となった時代といえる。音楽の
確立を伝承するためには音楽教育が存在したことは明らかである。ギリシア音楽がやがてロー
マ音楽へと伝わり，キリストの誕生により，より一層宗教と一体化した音楽が伝承されていく。
これらの検証からこの時代は，芸術教育，とりわけ音楽教育については，盛んに弁術を振るう
時代であり，街頭で詩を読み，内容としては神話や生き方についての哲学，また世間話であっ
たと考えるが，「音楽の確立」＝「音楽教育の確立」と観ることができる。その目的はこのよ
うに考察する。国家やコア（ここでは集団）をまとめるための意思疎通に適していること，音
楽の師は人生の師という哲学，道徳の浸透に期待できる行いであったと考察する。さらに生活
空間における時間的節度についても教育することができるなど，生活と密着していたと考えら
れる。また，子どもたちへ教育的話も行ったと考えられる。母親に連られて子どもも，その集
会場所に集っていたと考えるからである。
２．古代における「音楽教育」の目的
　古代ギリシア時代の哲学者の教育的概念からの紹介として，１）ピュタゴラス＝数値的認識
と説く。２）プラトン＝音楽教育という言葉を使い，音楽が人間性を向上させることを説く。３）
アリストテレス＝あくまでも趣味・娯楽であると説く。４）アリストクセネス＝音楽美学を確
立した最初の人物である。これらについて紹介する。これら４つの過程から音楽教育に傾向し
ていく様子を調べ，音楽教育の目的を探る。
７．紀元前５C末南イタリアで杯に描かれたもの
 左からハープ・キタラー・リラ
８．ヒュドラウリス（最古の鍵盤楽器）を演奏し，弟子に
教えるピュタゴラス
 ドイツのネニッヒの水オルガンを描いたモザイク，
117-138年
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１）ピュタゴラス（紀元前527年）
　音楽と数学は宇宙の秩序に通じると考え，正律音調を発見した。音の振幅と音高について調
べるにあたり，一弦琴（モノコード）の発明をした。モノコード（ここでは「コルドトノス」
と呼ばれている）とは，一本の弦を張った楽器で，「１本目の弦の長さを１とすると，２本目
の弦の長さを１本目の２／３（３分の２）にすると１本目の音より５度高い音が出る。１番目
の音をドの音とすると，２番目は完全５度高いソの音が出る。３本目を１本目の１／２（２分
の１）にして音を出すと，３本目の音は１本目の音より８度高い音が出る。つまり，１本目の
音をドの音とすると，３本目の音は，それより１オクターブ高いドの音が出るということを発
見した。このことは，音楽理論の確立といえる。ピタゴラスは世界の根本は数字によって形成
されていると唱えた。「天体の調和（ハーモニー）」の考えも基本的な音楽的割合（比率）の上
に成立していると言っている。
２）プラトン
　「Music traning is a more Potent instrument then any other, Because rhythm and 
harmony ﬁ nd their way into the inner places of the soul」「音楽の教育は，他のどんな教育よ
りも強い力を秘めた方法である。なぜならば，リズムとハーモニーは魂の奥底にまで響くから
である」以上のことは，音楽教育の重要性を語っている。プラトンは，近代的な見地からいう
と「芸術哲学の創設者」である。また，その思想と教育方法は，師であるソクラテスから教え
を受けたものである。晩年，プラトンは高等教育機関，いわゆる「アカデメイア（アカデミー）」
を創立し，教育と研究に残りの生涯を捧げた。著作に力を入れ，後世に受け継がれることを望
んでいたため，現在も精神性を学ぶことができる。文章は対話という，高度に詩的で劇的な形
式で書かれている。この時代はギリシアの有名な哲学者，政治家，宗教学者が，各自の思想を
主張するために出現する。その対話会では，ソクラテスは常に中心人物であり，問答・狂言回
し的役割を果たす。プラトンの円熟期の最も有名な対話編は『国家Republic』である。この作
品の中で，彼は理想的な国家の在り方について述べている。プラトンが理想とする国家は，教
育が最高の価値を持ち，芸術は，その教育的理想に到達するための手段として，その最も重要
な価値であるとしている。この中で，プラトンは音楽に高い重要性を唱えている。音楽の重要
な役割は，表面的な娯楽のためではなく，調和のとれた人格を育て，人間の情熱を沈静化する
ためにあると述べている。また，『国家』３巻において，混合リディア調や高音リディア調は
悲しみを帯びており，リュディア調（欧イオニア調）は柔弱だったり，酒宴にふさわしく，ド
リス調（欧プリギア調）は戦士にふさわしいと論じている。プラトンは音楽教育の旋法に人間
の特徴，生きることを目指す方向性に触れているのである。
３）アリストテレスは，音楽について述べている内容は「音楽は，教育と儀礼に役に立つばか
りでなく，娯楽と息抜きにも役立つものである。ただし，それが過度に人を惑わすようなもの
になってはいけない。」とある。音楽が持つ倫理的効用とともに，プラトンの価値基準とは無
関係に，純粋に美的な快楽（彼はそれを「熱狂」と呼ぶ）を認めている。しかし，彼はその態
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度が余りに職業的になることを戒めている。それは「自由人」の地位を脅かすから」と述べて
いる。
４）アリストクセノス
　古代ギリシアで最も重要な音楽著述家である。著書『ハルモニア原論』のうちの二巻と『リ
ュトモス原論』の断片がある。アリストクセノスの思想は経験論的傾向を持っている。例えば，
音楽を聴く鑑賞が，記憶の中に印象として残り，感性を高めることと主張する。さらにアリス
トクセノスは，音階の各音は，数学的割合ではなく，聴くことにより判断されると唱えた。こ
のような経験論的行為により，芸術を追及することは科学的音楽美学の基礎を確立する必要性
を生じ，美学の発達を促した最初の人である。
５）音楽ということばの語源
　さて，古代哲学者は音楽について定義つけて
きたが，音楽の語源を調べてみることとする。
ムーサは英語のmusicの語源はゼウスの娘，女
神ムーサに由来する。ムーサは創造神であり，
知の守護神であった。Musik（独），musique
（仏），musica（伊），musica（ラテン語）である。
　複数形ムーサイから生まれた言葉である。技
芸という意味を持つ。ピュタゴラスの音律が宇宙の秩序，すなわち地球から天体の距離が協和
音程の比率と似ている。しかも宇宙全体が数理的秩序を持ち，音階を持っている。以上のよう
な「天体の音楽」という考え方が生まれた。その秩序とは，決められた拍数や音高，詩と詩の
語り方の間隔などの距離が時間的数値による間隔であり，繰り返される秩序によるものである
との考え方といえるのではないだろうか。Moderatoなどの速度標語とMetronomeがない時代
に，音楽のなせる業は不思議なものであったといえる。ムシケーの意味の中に天文学が関係し
ていると唱えるピュタゴラスが次のようなことを言っている。「宇宙や世界や人間精神の構造
を，音楽は相似的に反映している」とある。時間と音楽の流れは比例しており，その詩は音節
が決められて進められる。その音楽の内に人間精神が入り込み包まれるように進行される音楽
は宇宙と同じであると語っていると解釈した。さて，人間社会の生活について，音楽の時間的
経過と相似的であることの他に生活と寄り添っているものは，音量や曲想である。リラやキタ
ラーで奏でられる音楽が人間の魂を借りて語られる言葉を補佐する時，大きな歌声や語り口，
悲しげなもの，喜びのもの，説教するものなど生活の喜怒哀楽の表現，またドロドロした人間
模様，亡霊などの目に見えない恐怖など人間しか創造できない精神的作り事が，すべて音楽の
音律や拍子と関係があると確信できる。また人間生活の社会的な行いは，全て音楽の姿により
表現できる。日常的状態で姿を現す音楽の他，結婚式から葬儀，宗教的祭事，演劇，民謡，叙
事詩の朗唱などのなかで音楽は用いられている。また，教育的に動作や思考のきり変えなど，
音楽を節目として用いることが多い。
９．太陽神アポロンに仕える女神ムーサの「ゼウスと
ミューズたち」
 ベルリン，旧博物館Altes Museum所蔵
岡元：音楽教育発祥とその意図すること108
　人間が営む精神性においては，音程＝個性，リズム＝表現，テンポ＝規律，旋律＝感情，休
符＝沈黙，和音＝協調，これらの訓練をすることにより，生活に規律と自由を区別し営むこと
ができるようになると考えられる。共に奏でることは自分知り，相手を知ることとなるといえる。
３．音楽と人々の生活
１）音楽の概念
　日本においての教育の拡大は，戦後（ここでは第二次世界大戦後）目覚しい経済発達，文明
と共に教育が拡大したといえる。教育の拡大とは即ち高等学校の数，大学の数，それらの教職
員の数などからも読み取ることができる。ここでは，音楽が趣味，娯楽，気分転換の域を越え
ず学問とは少し離れたところに位置つけられる。学問といえばまずは「語学関係」「幾何学」「物
理」「数学」「医学」などである。しかし，西洋においては“音楽”の概念は，生活と密着した
体系つけられた，詩（歌詞），音楽（旋律やリズム），舞踏，演劇，文芸，天文学，医学，教育
学を含む広い概念である。この概念は世界最古の神話「ヘシオドスの『神統記』（紀元前８世紀）」
〔ひとつの心を持ち，憂い心もなく一心に歌い，②ヘリコーンの聖なる山で優しく足取り軽く
舞い踊る〕の９本の柱のムーサ（カリオペー叙事詩，ポリュムニア聖歌，エトラー恋の詩，タ
レイアー喜劇，エウテルペー抒情詩，クレイオー歴史，ウーラニアー天文，テルプシコレー合
唱舞踊，メルポメネ悲劇）の９人はギリシア神話に登場する女神の名前である。神秘的な力を
音楽に宿すという意味合いがある。神話は伝承や挿話を口承（吟遊詩人）を通じて伝わり，古
代ギリシア人の教養，たしなみであった。
２）人々の生活
　スパルタ教育の語源を考えながらこの時代の人々の生活は，どのようなものであったかを考
察した。紀元前10世紀，古代ギリシアの都市国家，スパルタというポリス（集落＝都市や小さ
な国のことで，敵から守るために丘＝アクロポリスに作られた。丘を中心に広場を持つ城壁の
都市群とその周りの農村を持つ。）では独特な教育が成された。スパルタ市民は土地の均等配分，
長老会設置，市民会設置，教育制度，常備軍の創設，装飾品の禁止，共同食事制などの規律が
ある。またこのスパルタというポリスはその中でも領土が広く，豊かな土地であった。奪った
土地はスパルタ市民に均等配分され，約20万人ともいわれるヘイロタイ人（非自由身分＝奴隷）
を2554人のスパルタ人が支配していた。ヘイロタイ人は，土地を耕してスパルタ人に貢納し
た。スパルタ市民は18歳以上の成年男子で構成され（人口８千～１万人であったが家族を含め
て５万人程度），その教育はまずは７歳から家族から離れて共同体の中で暮らし，軍隊を作り，
軍事を教えた。厳格な過酷な訓練をしたことが有名である。自分の部隊の忠誠心，涵養（無理
をせず，ゆっくり養い育てること）軍事訓練，狩猟，歌唱，舞踊などこの時代の総合的社会学
習を行った。注目すべきは軍人であっても舞踏や歌唱を行ったことである。しかし，戦いのた
めの歌や踊りであり，激しい闘争心を高めることが目的であったと考えられる。特にスパルタ
109
では，「子どもは国の財産」といわれた。ここでは７歳になると厳しい軍事訓練を教えた。こ
こではこの訓練の間に怪我や大きな障害を持った場合は殺害されていたことは事実として残さ
れている。財産とは兵力であった。（これらの資料はプルタルコス著作目録，『対比列伝（英雄
伝）』の項にある。）
　一方この時代の教育においても対比されるアテナイ（現在のアテネ）の教育方法は，最盛期
のアテナイでは３万人弱の市民（青年の男性。家族等を含めると約８万人強），奴隷６万人強，
商業や学芸などに従事する在留外国人（メトイコイ）3,000～4,000人が居住した。アテナイは，
海外貿易で発展した商業国家で，市民による直接民主制がとられていた。「美にして善なる人」
というのが教育における人間形成の理想像であり理念であった。教育方法は現在のスクール
schoolの原型「スコーレ」という私塾で，体育・音楽・文法などを教えていた。上流階層の男
性は７歳になると，スコーレに通うこととなる。成人すれば戦争や市民会などに参加し，平時
にはアゴラ（αγορ俔＝集会場所・広場）に集って体育に汗を流した。女性の地位は低く，
家庭内の仕事や家内産業に従事し15歳位で親が決めた30歳位の男性と結婚した。家庭内でも精
神鍛錬に音楽を教育に入れている。さらにアテナイの教育の特徴は「自由・芸術・弁論」とい
われている。
　さて，再びスパルタに戻るが，現代日本社会と類似しており，ここに特記する。スパルタでは，
７歳から軍事訓練をするが，その方法は，まず軍隊の駐屯地に集められ，いくつかの組に分け
られ，同じ規律の下，生活と学習も一緒に行われた。そこでの規律は「命令服従すること」「試
験に耐え，闘ったら必ず勝つこと」などであった。教育は成人するまで続き，町でも駐屯地に
いるのと同じ生活を求められ，公人として国に仕えているという自覚を常に求められた。女性
も「強い子供を産める母体の育成」のために幼少期から厳しい体育訓練を受けていた。その教
育の結果の一つとして，男性には強い子供が産めそうな女性，女性には戦争に出ても生きて帰
って来そうな男性が魅力的と見なされた。体育に人気がある現代と似ている。アテナイのよう
な教育理念を目指すことは，進化しての現代人にとって，目標となるものではないだろうか。
４．音楽教育の重要性
　ギリシアのアテナイ（アテネ）では古くから商業経済が活発で他文化との交流が盛んであっ
ため，自由な考え，芸術を愛好する心，話せる能力として弁論を尊重した。教育といえばまず
詩の暗唱であった。これについてはプラトンも著作『プロタゴラス』の中で，次のように書い
ている。「子どもたちが書かれたものを理解しようという頃になると，学校では彼らに優れた
詩人の作品をそれぞれ与え読ませ，それらを暗記するように指導した。」この記述は重大な意
味を秘めているといえる。アテナイ人のプラトンは学校において子どもたちに優れた詩人の作
品を読ませ，生徒一人一人に書物を与えたなると書物の主な複製手段が写本であった当時，仮
にプラトンの想定している学校が，上流階級のためのものであったとしても，莫大な費用と労
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力，そして時間を必要としたといえる。りっぱな学校が存在したことが分かる。さて，それで
は一般的教養人の教育はどのようなものであろうかというと『読み書き』『音楽』『体育』な
どに後に『図画』が加わったが，これらを熟すもの嗜むものがアテナイの市民権所持者となっ
た。ゆえに多くの哲学者，芸術家，天文学者，幾何学者を輩出することとなったといえる。中
でも音楽は人間の道徳的性格，精神的に影響するため重要であると考えられた。現代に存在す
るほとんど全てがこの時代に構築されたと考えられている。古代ギリシアの文化史の権威ブ
ルクハルトは，古代ギリシア時代の青少年教育はポリスの関与を全く受けず，完全に私生活に
ゆだねられ，自宅か私立学校に依存していたとある。すなわち学びたい少年たちは，先生とな
る学者の自宅に赴き教えを受けた。その後，生徒数が増加し，自宅が広くなり私立学校に変
貌していくのであるとしている。しかし，同時代資料は先に述べたプラトンの記述のように
「公」立学校が存在したと見ることの出来るものが多い。有名な歴史学者ヘロドトス（BC. 485
～ BC. 420 Herodotus『歴史の父』といわれている。）やトゥキディデス（BC. 460～ BC. 395 
Thukydides 歴史家）も学校について言及している。それは次に示すような学校に起こった事
件の記述からも裏付けられる。学校が既に存在していたということが，庶民の生活に定着して
いたことを意味する。
　ヘロドトスによると「キオスの学校では，読み書きを教わっている子供達の頭の上に天井が
崩れ落ちて，120人の子供達がこの災難に遭い，免れたものはわずか一人という惨事が起こっ
た。」また，トゥキディデスは「トラキア傭兵の一隊がミュカレーソスに侵入し暴虐の限りを
尽くしたとき，ここには非常に大きな子供達の学校があり，ちょうどその朝，子供達が校内に
入り終えた頃に，その学校の中にトラキア傭兵がなだれ込んだ」とある。さて，ここにあるキ
オスとトラキアはエーゲ海東部の農耕地帯の小さい田舎町である。しかし，朝には学校にいる
こと，生徒の数などは，立派な現代でいう“学校”であることなどから考えると，ここでの考
察として，このような田舎町は初等教育を行い，アテナイ市では，大学級の高等教育機関では
ないかと考えられる。さらに考察するとギリシア全土に初等
教育機関が存在した予想が考えられる。このような古代ギリ
シアが学問として幾何学，天文学，芸術など優れていたこと
が頷ける。
　さて，プラトンによると「生徒の親たちは読み書きや音楽
よりはむしろ品行方正であるように気を付けてみてくれるよ
う教師に頼んでいた」と言っているが，精神教育が求められ
ていたとも考えられる。少なくとも現代日本の親たちの多く
は，算数の成績が上がるように頼むことはあっても，品行方
正に教育してくださいと頼むことは少ないといえる。
　古代ギリシアにおいて，もっとも現代のヨーロッパに伝わ
る教育法の一つの流れを汲むものは，弁論術である。初めて
10．中世には，旋律の概要を示す記号
によるネウマ記譜法
（耳による記憶を補う程度のもの）
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の雄弁の教師はとシケリア・レオンティノイのゴルギアスであるといわれている。ゴルギアス
によりアテナイにもたらされたが，たちまち修辞学，弁証法と市民権所持者の必修スキルとし
て一般教養に取り入れられた。ソフィスト達が各地を回り，その技法を有料で講演するように
なった。やがて，イソクラテスを始めとするソフィスト達は学校を開き，生徒から高額の謝礼
を受け取って生活の糧とするようになったといわれている。例えばイソクラテスの学校は謝礼
として1000ドラクマで，ギリシア全土から教えを受けに来た100人余りの生徒を抱えていたと
いわれる。ソフィスト達と同じく，プラトンやピュタゴラスの学派，ストア派なども繁栄して
いた。
　このように学問に傾向していく理由として，ギリシア人が話す習慣と聴く習慣を持っていた
ことと，当時の奴隷制による生活模様から頷けるものである。当時，ギリシア人は生活労働を
完全に奴隷に依存し，労働そのものを軽蔑する風潮さえあった。こうして彼らには余暇（school
の語源は，古代ギリシア語で「余暇」を意味します。自由な時間に自由に人々が集い，芸術や
学問などを話し合い，高め合う，豊かで楽しい場のことである。）が生じ，学習が生活習慣となり，
師を探し学派に加わり，いずれの学派も一定の聴衆や弟子を得ることになった。哲学者やソフ
ィストは聴衆や弟子が集まり，彼ら固有の集会所，書籍や収集品を置く場所を必要とするよう
になり，青年の多く集まるギュムナジオンの近辺に土地を買い，学校を建てた。これらの学校
は弟子や支持者の寄付を元手に校長が運営していた。中世の大学と同様であったと考えられる。
このように学校史の起源となったのが，プラトンのアカデメイア学校とアリストテレスのリュ
ケイオン学校である。
　アカデメイア学校はアテナイ郊外に建てられた。英雄ヘカデモスを祭ったギュムナジオンの
周りの森の中に開校された。ここではイデアが重視され，数論，幾何学，天文学，哲学的帰納法，
音楽などといった科目が教えられた。イデアとは，プラトンが定義した言葉である。われわれ
の肉眼に見える形ではなく，言ってみれば「心の目」「魂の目」によって洞察される純粋な形，
つまり「ものごとの真の姿」や「ものごとの原型」のことである。プラトンのいうイデアは幾
何学的な図形の完全な姿がモデルともとれる。 
　リュケイオン学校はアポロン・リュケイオンの聖所にあったギュムナジオンの近辺に開校さ
れた。運営者はアレクサンドロス大王を教えたアリストテレスである。ここでは一般教養とし
て体育，音楽，修辞学などの他に図画，文法，数学といった教科を教えていた。 
 　それではこれらの学校はどのような必要性があり，どのような効果があったのであろうかと
考察してみた。まずプラトンは精神教育を唱えている。プラトンの『国家論』の中で「理想と
する国家は，教育が最高の価値を持ち，芸術は，その教育的理想に到達するための手段として
その最も重要な価値である」としている。この中で，プラトンは音楽に高い重要性を与えてい
る。「音楽の重要な役割は，表面的な娯楽のためではなく，調和のとれた人格を育て，人間の
情熱を沈静化するためにある」と述べている。
　さて音楽は，リズム（拍子）による教育方法は，一定の間隔で刻まれるテンポにおいて，そ
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の時間空間から逸脱してリズムを刻むことは，集団動向を離れることである。その離脱する行
為は心地よくなく，居心地良く存在するためにリズムを合わせる行為を体得する。次にメロデ
ィ（旋律）による教育方法は，高低のある音律によってその目指す音を探し，実際にその音を
出していく行為は自身を見つめ創造する意欲を促すものである。ハーモニー（和声）は，自身
以外の他と協調して自身の役割を行うことである。協調するものと同化せずに個性を保ちおこ
なわれるものである。これらの音楽的特徴が人間形成と裏付けられ，容易に教育的価値を高め
られると考える。その根気強く演奏や練習を続けることは，忍耐力を養うのに効果がある。ま
た同じ行為を継続することは筋肉や骨格の訓練ともなる。古代ギリシアにおいて，人格形成と
音楽の関係が重視されたことが頷ける。アテナイでは市民全てが音楽教育を受けていた形跡が
ある。またスパルタでは，強い国民を育成するために音楽が用いられたとの記述も残る。
ま　と　め
　以上，これらの経緯を考察すると，音楽教育の効用として，安定した精神性を高め維持する
ための手法として音楽を学ぶことが最も効果的であると考える。健康を保つためにもある程度
の覚醒作用，また心地よい疲労感も必要であるが，そのことも効用できる。さらにコミュニケ
ーションとしての手法にも効果がある。
　さて小学校学習指導要領の音楽科の主な改訂の要点は，次のとおりである。（１）目標．教
科の目標は，「表現及び鑑賞の活動を通して，音楽を愛好する心情と音楽に．対する感性を育
てるとともに，音楽活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養う。」である。音楽教育の目
的を「感性」「情操」に置いている。感性とはどのような現象であるのかというと，感じ取る
こと，なにを感じ取るかというと価値のあるものを感じ取る能力のことである。生きる上で価
値ある事柄，ない事柄を見抜くことである。芸術作品や日常必需品，行動全般，または行動に
起こさない想像の中で価値の洞察など，人間社会の全てを範囲に置いている思いや願いといえ
る。その感性に近づきたいと願う，方向性に寄り添おうと思う感情が情操といえる。
　例えばその行いが気分の良いものであろう思う感性と，行動に起こす前に感性の方向性に近
づくことを情操という。従って動物などでは本能的なものとして考えられている。人間社会で
は，想像し想定し，行動し，結果爽快感などを体験したり，体験しなくとも想像できる能力で
ある。体験してから確固たるものとなることもある。また，体験しなくとも環境での見聞きし
たことから察することもある。これらは人間社会において，根底にあり，基礎生活力となるも
のである。極端なことを述べると，感性が高まることは生活全般の向上を促すといえる。しか
し，昨今経験主義はもちろん，仕事における成績主義，数値的主義，統計的情報への依存など
の数的判断が結果を生み出しているといえる。
　その結果，例えば個人の学業成績表，天災の確率，気候の予測，寿命，出産時の性別，学力
の様々な偏差値などにより，予測する確実性の高い人生を送る術を得たが，同時にたいへん危
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険な精神的苦痛を得ることもある。その危険という問題は，感性が成熟していない人間が，物
事の価値観を誤り，認識の甘さから，そのことが多くの事柄に悪影響を及ぼす傾向が生じると
いう恐れである。人間が自分自身や自然との関わりの中での慈愛，尊敬，愛情などを感じる力
が生き抜く力に結びつくと考える。自分と自分以外の人との存在を感じ，学ぶことや真似たい
ことなどを学習していくことこそ情操教育である。（一時期，情操は軟弱な考え方であるとい
われた時期もあるが，それは戦争という特異な時期であったからであり，このことにより，日
本では情操教育ということがある意味では，学問や教養には無関係と考えられてきた。このこ
とにもあり，日本精神史の遅れが顕著に表れたとも論ずるものもいる。）「感性が芽生え」「情
操が育つ」という過程は人間にとって非常に大切な人間であるべき重要な精神的作用である。
この感性を成熟させる業は音楽にこそ存在すると考えられる。ここでいう音楽は音楽哲学の音
楽であり，生の音，人間の手で作り上げた音楽を指す。電気を通したもの（マイクを通す声や音，
電子音楽などではない）モーツアルト，グレゴリアン，バッハなどにみられる音楽手法，最低
限の楽器と技術的手法と声と言葉によるものを指す。最低限とは，マイクや音響機器を使用せ
ずとも表現が可能な音楽を指す。音楽表現は演奏，鑑賞など音を通じて自分自身を内面から他
者に向かい表現し，その行為そのものが感性が生じ，有限無限の物事を生み出す原動力と成り
うる。従って物が物を作る時限とは異なり，物質的なものは初めから無く，それ以上減ること
もない。その理由は精神が精神を伝わり肥大し，精神のある分野に貯蓄され，やがて次の感性
を得て，さらに肥大し続けることができる。その上その肥大が一時的に消滅したように思える
ことがあっても必ず思い出すことができる，無くなったり減ることがない素晴らしい記憶とい
う財産となっていくのである。そのトレーニングとして音楽がある。音楽は精神的行為であり，
行動の方向性を正しく導く情操心を育てるものである。感性から生まれた知識を得る方法や体
験したいと願うことは知恵に繋がり，どのように生きるべきかを予測させ，行動に快感を得る
ことを覚えていくことになる。音楽は感性と情操を増幅させたり発展させることを促す。楽曲
には清らかさ，愛らしさ，悲しみ，美しさ，勇気，願い，真実などが込められており，価値の
あるものに触れて自身が啓発されることが音楽教育の根本である。
　音楽の素養を身につけたといえる現代人は非常に少ないといえる。また感性が音楽とどのよ
うな関連があるかを知らず音楽を行っているものが多い。音楽は教養の一部分であり，それを
以て生活する者は仕事としている。しかし，我が国における音楽教育は，小学校から高校まで
の正科目として科目として置かれている。また，内容においては，非常に高められた内容となり，
教育的目的もはっきりしている。その内容を教育するものの音楽価値観の相違から，置き去り，
蔑ろ，軽率にされている面もあると考えられる。また学校で習う音楽と帰宅後の音楽，家族や
友人との音楽と使い分けられているのが，現実である。また，音楽はその技術を競うものでは
なく，自身の精神を高めるものである。また他者とその音楽の持つ暖かい心情を共有するもの
である。音楽を身につけることが精神性を高め，現代社会に欠落していることを是正できうる
唯一の近道と考えられる。以上ここでは，精神発達に関する情緒（Emotion）・情操（Sentiment）
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と音楽教育について結びつくすべてを音楽心理学に到達するまでの基礎知識を踏まえて考察
し，精神教育を簡潔にシンプルに行う実践学習として音楽教育の重要性を音楽の起源について
考察し指摘するものである。
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